
桃陰水泳クラブ会員の皆さまへ 「ご挨拶」   令和 7 年 7 月 

 今年度より、小林会長から引継ぎました、桃陰水泳クラブ会長 33 期安田幸一でございます。 

小林会長には 10 年という長い期間において本会を支えていただき、心から感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

 私は、教育職で高校教育に携わっております。しかし、水泳には今まで関わることがありませんでし

た。大学までは、競泳競技を続け、水泳指導の研究に熱中していましたが、就職後しばらくして水泳と

は離れてしまいました。しかし小林会長より打診があった際に、６３歳を迎える私ではありますが、何

かお役に立てるならば、とお引き受けすることにいたしました。 

 創部１００周年を迎える府立高校の部活動はなかなか貴重な存在です。私たちは歴代、あのプールで、

自己記録の更新のために己を追い込んで鍛えてきた、という一つの共通点でつながっています。 

そして天王寺高校生であるが故の誇りと自信をもって社会に飛び出しているはずです。各期でその思い

出は消えることなく語り継がれ、これからも皆さんを繋げていくのだろうと感慨深い気持ちになります

し、これからもこの伝統が継承されていくことを希望する次第です。 

 桃陰水泳クラブとしては、皆さまが今後も広い世代間でつながりを持つことができますようサポート

をしてまいりたいと考えております。何より母校の発展と、我々と同じように水泳というスポーツ文化

を通じてチャレンジしている現役生たちが、充実した高校生活をおくることができるよう、また希望あ

る将来を描けるようにサポートしてまいります。 

この夏の予定を挙げておきますと、まず現役激励会はすでに６月７日に実施いたしました。ご協力あ

りがとうございました。 

次に７月１１日からは恒例の臨海学校があります。臨海実習はリスクを伴う行事ですので、全国的に

も次第に実施されなくなっている行事です。（水泳の授業の是非が話題になっている昨今ですが・・・）

天王寺高校ではこの伝統行事を継続実施しており、生徒さんにとって貴重な体験の場となっております。

その企画立案運営は顧問の田中先生が担当されており、日常の業務に加え、水泳部指導との激務を背負

っておられます。当クラブでは、ＯＢの皆さまに指導サポートとして協力を継続していただくことをお

願いいたします。 



そして８月１７日（日）午後にはプール祭りを催します。各期でお声掛けいただき、多くの方にぜひ

プールに足をお運びいただきたいと望んでおります。現役生に、こんなに自分たちを支えて応援してく

れる先輩がいるんだと気づいてもらえるだけでもいい刺激になると考えておりますので、ぜひご参加を

願いします。 

 当クラブには高齢の方から若い方、学生と幅広い会員が所属されております。これからも当クラブ

の精神はもとより、様々な企画についても引き継いでいっていってほしいと望むばかりです。また、今

年度のスローガンは「CONNECT（つながる）」を掲げ活動してまいります。 

まず皆さまへの情報共有、そのための企画について検討を始めていきたいと考えておりますので、い

ろいろなご意見を賜りますようお願いいたします。皆さまとつながり、いろいろなお話しができること

を楽しみにしております。最後に、現役生サポートのために、会費の納入についてご支援を賜りたく存

じます。どうぞよろしくお願いいたします。 


